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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています
１ 全酪新報２月１日号 全国酪農協会

牛群検定ワンポイントレッスン その２０ 分娩間隔情報の活用
現在の我が国の平均分間隔は４３７日と長期化しています。その反面、分娩間隔が４１１日以下の良好
な牛も約半数います。分娩間隔情報から、繁殖改善のポイントを解説します。

２ 酪農ジャ－ナル２月号 酪農学園大学エクステンションセンタ－
牛群検定だより（第１１回）利便性の広がったゲノミック情報
ゲノミック情報等を、繁殖台帳Ｗｅｂシステムを介して、スピ－ディ－に情報提供します。

３ 増刊デ－リィジャパン２月臨時増刊号 デーリィ・ジャパン社
デーリィ・プロフェッショナル vol.1
お金をかけずに生産乳量を増やそう／お金をかけずに生産寿命を延長しよう

４ ＬＩＡＪニュ－ス１月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その３４）次世代診断情報（授精結果診断）
次世代診断情報が新しくＢＣＳ等も診断できるようになりました。その詳細な活用方法を紹介します。



分娩後の子宮回復について

繁殖成績が分娩間隔４３７日と全国的に長期化しています。繁殖成績を改善しようというと、受胎率ばかり
取り上げられる傾向があります。しかし、受胎率とは授精を行った牛についての繁殖成績です。これはこれで
もちろん大切ですが、受胎率以外でも大きな課題が２つあります。発情発見と分娩後の子宮の回復です。こ
れら３つの技術は全く異なる性質のものです。子宮の回復が悪ければ、例えば分娩後１００日たっても良い発
情が来ません。こういった課題のある農家が、いくら受胎率をあげる人工授精技術を磨いても繁殖成績が改
善しないのは自明のことです。今回は、分娩後の子宮の回復が悪い農家の特徴や対策を解説します。
検定成績を上手に活用して、分娩後の授精をスムーズに行い、繁殖成績の改善に努めましょう。

１．検定成績表を見てみよう！
図は検定成績表の「繁殖の状況」の表示を拡大したものです。あなたの検定成績表には図のように分娩後

の授精が長期間空欄になっている牛はいませんか？その場合、もし、発情の見逃しでなければ、分娩後の子
宮回復などが思わしくない場合があり、また、それにともなって発情が無い、もしくはあっても極めて弱い発情
であるため授精を回避していると考えられます。こういったことが多数の牛にみられると繁殖成績を悪化させる
ことになります。

２．何を改善すれば良いか？
まず、１８３号牛のように難産や双子出産の場合は一般に子宮の回復に時間を要しますので、難産を起こさ

ないように乾乳時のボディコンディションが過肥にならないようにします。また、カルシウムコントロール、濃厚
飼料馴致など分娩前のクロースアップ期の飼養管理にも留意しなければなりません。低カルシウムは、しばし
ば、後産停滞や子宮の収縮を遅らせます。また、最近、話題になっていることのひとつに助産があります。とり
わけ早すぎる介助がひどい難産の原因となっている場合がありますので、正しい助産を獣医師に相談すると
いいでしょう。いずれ難産してしまった牛は子宮内膜炎などのリスクも大きいので、フレッシュチェックなどで獣
医師の診断を受けるのがいいでしょう。

次に、１８４号牛のように難産が原因でなく、授精が遅れている場合は分娩後の飼養を確認します。飼料の
食い込みが十分かどうか、適切な濃厚飼料を与えているか、盗食されていないか、群飼であればいじめられ
ていないかを確認します。夏期であれば暑熱による採食量の低減等の夏バテがありますので、送風などを確
認します。充分な飼料を食い込んでいるかどうかは、牛群検定成績の蛋白質率で判断すると良いでしょう。授
精適期である泌乳前期は最低でも２．８％、できれば３．０％を示せば、充分に濃厚飼料を食い込んでいると
言えます。

最後に１５０号牛や１７０号牛ですが、分娩後２００日もたって初回授精を行っていないわけですから、繁殖
障害をおこしているか、淘汰予定牛かのいずれかになります。

これは指摘することもなく、農家自身が気づいていることでしょう。

（補足 成績表の様式）
検定成績表には３通りの様式があります。ここでは搾乳日数順で牛を並べた様式Ａを紹介しています。様

式Ａでは分娩後４５日目と１５０日目に太い実線が引かれているので、初回授精の遅れを容易に判断すること
が出来ます。また、群のなかで遅れている牛がどれくらいの数がいるかなども同時に把握することが出来ま
す。様式Ａが牛群の飼養管理を考えやすいため、９割を越える検定農家が様式Ａを利用しています。様式Ｂ、
様式Ｃ（成績表右上にＡＢＣが表示されています）をご利用の検定農家は、様式Ａへの変更をご検討くださ
い。
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